



































An Early Idea of Corporate Management in Modern China 
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具体的には 1920 年～1922 年に塩墾公司が災害で経営不振になり、また旗艦企業である大
生紗廠が赤字に転落すると、その後も債務が累積し、銀行管理企業になり、グループ企業























































































































































































































































































染料・顔料 砂糖・穀物 鉄鋼 工具・機器 その他 合計 
1871-1873 37.7 36.8 0.9 1.8 0.9 ― 21.9 100 
1881-1883 37.0 30.7 0.8 0.8 1.1 ― 29.6 100 
1891-1893 20.5 36.0 5.1 9.1 1.8 0.5 27.0 100 
1901-1903 12.3 39.1 6.2 11.0 1.7 0.4 29.3 100 
1909-1911 10.3 30.1 8.1 11.2 3.0 1.9 35.4 100 
上記期間の 
単純平均 
23.6 34.5 4.2 6.8 1.7 0.9 28.6 100 
注：輸入価格割合合計＝100％とする。 
出所：厳中平等編「中国近代経済史統計資料選」科学出版社、76 ページ表 18 にもとづいて作成 
－ 12 － 





























































－ 14 － 
きであったのであろうか。張謇はこの点について次のように言う。 
「窮したこの状況を救う方法はただ、実業であり、富を作り出すのは実業を持ってのみ成


























































－ 16 － 











の銀行は脱退した（1913 年 3 月）。袁世凱は反対論が強い議会の承認を得ずに残った五か

























1911 年 2,618 0 1,364 0 
1912 年 165,712 52,591 462 0 
1913 年 358,741 3,464 0 14,297 
1914 年 38,916 4,672 0 440 
1915 年 10,449 8,869 0 0 
単位：1,000 銀元 












































































































































































































































































































－ 27 － 
 それにも関わらず、出資として期待できるのはそうした封建地主層が経営している錢荘
であり、それに期待せざるを得ない現実社会で奮闘する張謇の悩みもあった。 
 「まず、私の通州商業會のメンバーに出資を呼びかけた。まず資本 10 万円を出資して、
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